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第
六
十
回
徳
島
県
治
山
林
道
協
会
総
会
が
、
七
月
九
日
に
徳

島
市
の
徳
島
県
建
設
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
西
日
本
豪
雨
災
害
発
生
の
翌
週
の
開
催
と
な
り
、来
賓
、

会
員
約
九
十
名
参
加
の
総
会
と
な
り
ま
し
た
。
徳
島
県
に
お
い

て
も
西
部
地
域
で
大
き
な
被
害
を
受
け
、
林
野
庁
か
ら
の
来
賓

や
会
員
方
々
の
出
席
に
も
影
響
が
生
じ
ま
し
た
。
総
会
は
、
山

口
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
続
い
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
表
彰
は
、
第
四
十
回
林
道
優
良
維
持
管
理
者
の

知
事
表
彰
、
治
山
林
道
協
会
長
表
彰
、
平
成
二
十
九
年
度
優
良

工
事
施
工
者
表
彰
の
治
山
部
門
、
林
道
部
門
、
森
林
整
備
部
門
、

第
三
十
四
回
治
山
林
道
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
各
協
会
長
表
彰
を

行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
栄
え
あ
る
受
賞
の
方
々
は
次
の
と

お
り
で
す
。
受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
受
賞
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

今
回
、
来
賓
と
し
て
御
出
席
頂
い
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

徳
島
県
副
知
事 

後
藤
田
博
様
、
徳
島
県
議
会
議
長　

重
清

佳
之
様
、（
一
社
）日
本
治
山
治
水
協
会
専
務
理
事　

津
元
賴
光

様
、（
一
社
）全
国
森
林
土
木
建
設
業
協
会
専
務
理
事　

高
畑
博

之
様
を
は
じ
め
他
に
も
徳
島
県
農
林
水
産
部
長　

川
合
規
史
様

等
多
く
の
方
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

議
事
は
、
議
案
第
一
号
「
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
並
び

に
収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い
て
」、
議
案
第
二
号
「
平
成
三
十

年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
の
承
認
に
つ
い
て
」、
議
案

第
三
号
「
平
成
三
十
年
度
借
入
金
の
最
高
限
度
額
の
承
認
に
つ

い
て
」、
議
案
第
四
号　

そ
の
他
に
つ
い
て
、
で
あ
り
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第60回 通 常 総 会 開 催
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徳
島
県
議
会
議
長

重
　
清
　
佳
　
之
　
様

　
　
日
本
治
山
治
水
協
会
専
務
理
事

津
　
元
　
賴
　
光
　
様

　
　
全
国
森
林
土
木
建
設
業
協
会

　
　
専
務
理
事高　

畑
　
博
　
之
　
様

〔 知 事 賞 〕
管理主体 代表者 路線名

つ る ぎ 町 つるぎ町長
兼　西　　　茂 白井線

〔 会 長 賞 〕

美 波 町 美波町長
影　治　信　良 玉厨子伊儀谷線

第40回　林道優良維持管理者

○　徳島県治山林道協会長表彰
　　治山事業

海部郡海陽町 ㈱谷田組� 谷　田　勝　良

那賀郡那賀町 ㈱小野組� 小　野　恭　補

三 好 市 ㈱元木土建� 元　木　啓　悟

　　林道事業

海部郡海陽町 多田工業㈱� 多　田　久仁男

三 好 市 ㈱西村建設� 西　村　　　裕

勝浦郡上勝町 勝浦建設㈱� 廣　安　稔　子

　　森林整備事業

美 馬 市 ㈱ウッドピア� 松　家　貞　夫

　
　
徳
島
県
治
山
林
道
協
会
会
長

山
　
口
　
俊
　
一
　
様

　
　
徳
島
県
副
知
事

後
藤
田
　
　
　
博
　
様

○　最 優 秀 賞　１点

河　野　　　司 神 山 町

○　優　秀　賞　３点

中　西　義　貢 徳 島 市

和　田　豊　一 那 賀 町

虎　尾　湧　人� 藍 住 町

○　佳　　　作　５点

中　嶋　　　新� 徳 島 市

宮　内　和　樹� 三 好 市

大　平　耕　史� 那 賀 町

鈴　木　智恵子 那 賀 町

辻　　　ひとみ 吉野川市

第34回　治山林道
写真コンクール入賞者

平成29年度　優良工事施工者
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治
山
林
道
・
四
国
地
区
協
議
会
開
催

治
山
林
道
・
四
国
地
区
協
議
会
開
催

平
成
三
十
年
度

　

平
成
三
十
年
度 

治
山
林
道
・
四
国
地
区
協
議
会
が
、

五
月
二
十
五
日
徳
島
市
阿
波
観
光
ホ
テ
ル
に
お
い
て
来

賓
を
招
き
、
四
国
地
区
の
行
政
、
協
会
関
係
者
参
加
の

も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
後
藤
議
長
の
挨
拶
で

始
ま
り
、
来
賓
挨
拶
か
ら
平
成
三
十
一
年
度
治
山
林
道

事
業
に
関
す
る
要
望
事
項
の
要
望
説
明
と
審
議
が
あ

り
、
そ
の
後
林
野
庁
大
政
課
長
と
日
本
治
山
治
水
協
会

津
元
専
務
理
事
か
ら
全
国
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
お
忙
し
い
中
、
来
賓
と
し
て
御
出
席
頂
い
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

林
野
庁
森
林
整
備
部
治
山
課　

大
政
課
長
様　

久
積

長
寿
命
化
推
進
官
様 

、
徳
島
県
農
林
水
産
部
農
林
水

産
基
盤
整
備
局 

板
東
局
長
様
、
井
関
森
林
整
備
課
長

様
、
日
本
治
山
治
水
協
会　

津
元
専
務
理
事
様
が
来
賓

と
し
て
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
協
会
と
し
ま

し
て
は
、
こ
の
様
な
機
会
を
設
け
、
さ
ら
に
国
や
県
へ

の
予
算
獲
得
に
向
け
た
要
望
や
陳
情
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
取
り
ま
と
め
た
要
望
書
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
三
十
年
六
月
二
十
日
に
林
野
庁
長
官
、
林
野

庁
関
係
課
、
財
務
省
主
計
局
、
県
選
出
国
会
議
員
に
陳

情
と
説
明
を
行
い
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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第
三
十
回
施
工
委
員
会
が
六
月
一
日
、
徳
島
市
の
徳
島
県
建
設
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、徳
島
県
か
ら
の
井
関
森
林
整
備
課
長
を
は
じ
め
、

各
県
民
局
の
県
関
係
者
の
出
席
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、

県
担
当
者
か
ら
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
（
全
国
）
の
要
望
事
項
に
対
し
て
林

野
庁
見
解
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
次
ぎ
に
、
県
内
各
支
部
か
ら
の
要

望
事
項
に
つ
い
て
各
委
員
か
ら
要
望
後
、
県
担
当
者
か
ら
見
解
等
改

善
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
近
年
、
新
工
種
、
入
札
制
度
、
さ
ら
に
は
新
工
種
の
導
入
な
ど
、

そ
の
早
い
変
化
に
対
応
で
き
ず
非
常
に
苦
慮
す
る
事
態
が
生
じ
て
い

ま
す
。こ
の
よ
う
な
機
会
に
最
新
の
情
報
を
共
有
す
る
体
制
を
整
え
、

適
正
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
平
成
三
十
年
度
改
善
要
望
に
つ
い
て
の
見
解
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
三
十
年
度　
改
善
要
望
に
つ
い
て
の
見
解

改

善

要

望

事

項

見

解

第
三
十
回
施
工
委
員
会
を
開
催

第
三
十
回
施
工
委
員
会
を
開
催

Ⅰ
　
治
山
・
林
道
共
通
事
項

１　
急
斜
面
に
お
け
る
掘
削
作
業
に
つ
い
て�

【
吉
野
川
】

　
　

現
在
、
積
算
で
は
急
斜
面
に
お
け
る
掘
削
作
業
は
人
力
掘
削
に
よ
る
設
計
が
大
半
と

な
っ
て
い
る
。
人
力
に
よ
る
急
斜
面
の
掘
削
は
非
常
に
危
険
で
あ
り
作
業
効
率
も
落
ち

る
。
昨
今
の
担
い
手
確
保
や
安
全
な
作
業
環
境
を
提
供
す
る
た
め
に
も
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ク
ラ
イ
マ
ー
工
法
」
等
の
掘
削
工
法
を
設
計
・
積
算
時
に
組
み
込
み
を
お
願
い
す
る
。

２　
法
面
工
に
お
け
る
市
場
単
価
の
積
算
に
つ
い
て�

【
吉
野
川
】

　
　

平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
よ
り
、
安
衛
則
（
安
衛
則
五
三
九
条
の
二
）
に
よ
り
、
ロ
ー

プ
高
所
作
業
を
行
う
と
き
は
、
身
体
保
持
器
具
を
取
り
付
け
た
「
メ
イ
ン
ロ
ー
プ
」
以
外

に
、
安
全
帯
を
取
り
付
け
る
た
め
の
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」
を
設
け
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ

に
よ
る
法
面
作
業
時
の
移
動
距
離
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
、
現
行
の
市
場
単
価
で
は
施
工

が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
安
衛
則
の
改
正
に
伴
う
施
工
量
の
減
少
に
よ
る
施
工
単
価
に
つ

い
て
は
、
柔
軟
な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

１　
急
斜
面
に
お
け
る
掘
削
作
業
に
つ
い
て

　
　

掘
削
工
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
場
環
境
や
安
全
対
策
を
見
据
え
た
適
切
な
設
計
積
算

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２　
法
面
工
に
お
け
る
市
場
単
価
の
積
算
に
つ
い
て

　
　

施
工
単
価
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
状
に
合
っ
た
単
価
の
見
直
し
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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改

善

要

望

事

項

見

解

３　
土
工
に
つ
い
て�

【
美　
馬
】

　
　

現
在
、
県
土
整
備
部
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ（inform

ation and com
m

unication technology

）

建
機
を
用
い
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
土
工
が
推
進
さ
れ
て
お
り
、
積
算
基
準
や
各
種
要
項
が
整
備
さ
れ

て
い
る
。
治
山
事
業
や
林
道
事
業
に
お
い
て
も
、
生
産
性
向
上
の
た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
土
工
を

推
進
し
、
積
算
基
準
や
要
項
等
の
整
備
を
早
急
に
お
願
い
し
た
い
。

４　
モ
ル
タ
ル
吹
付
工
に
つ
い
て�

【
三　
好
】

　
　

設
計
で
計
上
さ
れ
る
モ
ル
タ
ル
吹
付
は
市
場
単
価
を
適
用
し
、
施
工
規
模
・
施
工
条
件
・

時
間
的
制
約
を
受
け
る
場
合
単
価
補
正
さ
れ
て
い
る
が
、
山
間
僻
地
部
等
で
の
施
工
に
お

い
て
は
、地
区
補
正
等
は
さ
れ
て
い
な
い
。
諸
資
材
（
砂
）
と
同
様
に
地
区
単
価
（
補
正
）

を
計
上
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

５　
現
道
の
補
修
に
つ
い
て�

【
三　
好
】

　
　

工
事
現
場
ま
で
の
機
械
・
資
材
搬
入
路
に
お
い
て
、
工
事
車
両
の
通
行
や
大
雨
等
に
よ

り
幾
度
（
着
手
前
・
施
工
中
・
完
成
時
）
と
な
く
補
修
を
実
施
す
る
場
合
が
あ
る
た
め
、

補
修
に
係
る
費
用
を
設
計
に
計
上
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

６　
農
林
水
産
部
発
注
工
事
の
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｓ
Ｐ
）
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

�

【
美　
波
】

　
　

農
林
水
産
部
発
注
工
事
で
の
実
施
予
定
件
数
な
ど
の
取
り
組
み
を
お
願
い
す
る
。

７　
農
林
水
産
部
発
注
工
事
の
設
計
積
算
歩
掛
の
公
表
に
つ
い
て�

【
美　
波
】

　
　

現
在
、
国
直
轄
工
事
の
入
札
公
告
時
に
は
設
計
積
算
の
歩
掛
け
の
詳
細
を
全
公
表
し
て

い
る
。
農
林
水
産
部
発
注
工
事
に
お
い
て
も
設
計
積
算
の
歩
掛
け
公
表
の
検
討
を
お
願
い

す
る
。（
徳
島
県
森
林
整
備
事
業
設
計
標
準
歩
掛
等
Ｈ
29
・
10
を
除
く
歩
掛
）

３　
土
工
に
つ
い
て

　
　

現
在
、
国
（
林
野
庁
）
で
の
取
り
扱
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
の
方
針
を
見
据
え
今
後
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

４　
モ
ル
タ
ル
吹
付
工
に
つ
い
て

　
　

現
場
条
件
等
に
よ
り
設
計
積
算
の
補
正
は
可
能
で
す
の
で
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

５　
現
道
の
補
修
に
つ
い
て

　
　

現
場
状
況
に
よ
り
対
応
可
能
で
す
の
で
監
督
員
と
の
協
議
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

６　
農
林
水
産
部
発
注
工
事
の
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｓ
Ｐ
）
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　

現
在
、
国
（
林
野
庁
）
で
の
導
入
は
な
く
、
今
後
国
の
動
向
を
見
据
え
検
討
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

７　
農
林
水
産
部
発
注
工
事
の
設
計
積
算
歩
掛
の
公
表
に
つ
い
て

　
　

公
表
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
統
一
の
見
解
で
す
が
、
全
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
は

困
難
で
す
。
各
発
注
機
関
の
閲
覧
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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８　
工
事
の
早
期
発
注
に
つ
い
て�

【
那　
賀
】

　
　

標
高
が
高
い
場
所
で
の
発
注
時
期
が
八
月
頃
に
な
る
と
、工
期
が
積
雪
時
期
と
重
な
り
、

年
度
内
に
完
成
す
る
の
が
厳
し
く
な
る
。
ま
た
、
積
雪
時
期
に
施
工
す
る
こ
と
に
よ
り
、

品
質
的
に
も
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
積
雪
時
期
ま
で
に
完
成
で
き
る
よ
う
早
期

発
注
を
お
願
い
し
た
い
。

Ⅱ
　
治
山
事
業

９　
索
道
設
置
工
が
あ
る
場
合
の
工
期
の
設
定
に
つ
い
て�

【
徳　
島
】

　
　

索
道
の
設
置
業
者
の
人
員
の
削
減
、
ま
た
発
注
時
期
が
同
時
期
の
工
事
が
多
く
設
置
時

期
が
重
な
り
、
順
番
待
ち
に
な
り
工
事
が
手
待
ち
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
や
む
を
え
な
い

場
合
、
工
期
の
延
伸
を
お
願
い
す
る
。

10　
仮
設
工
（
索
道
設
置
・
撤
去
）
に
お
け
る
工
期
設
定
に
つ
い
て�

【
吉
野
川
】

　
　

発
注
時
期
等
が
他
工
事
と
重
な
っ
た
場
合
、
索
道
設
置
業
者
が
少
な
い
た
め
、
設
置
・

撤
去
時
期
が
重
複
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
工
期
設
定
の
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。（
着
手

日
選
択
型
な
ど
）

11　
治
山
ダ
ム
工
事
の
土
工
に
つ
い
て�

【
三　
好
】

　
　

治
山
ダ
ム
施
工
地
周
辺
に
十
分
な
ヤ
ー
ド
が
な
い
場
合
、
掘
削
土
の
処
理
に
苦
慮
し
て

い
る
。
無
理
し
て
上
流
部
に
仮
置
き
し
た
場
合
、
豪
雨
時
に
流
出
の
危
険
も
あ
り
、
ま
た
、

作
業
の
安
全
も
考
え
下
流
部
に
仮
置
き
し
索
道
を
利
用
し
て
埋
め
戻
し
作
業
を
行
う
場
合

が
あ
る
た
め
、
現
状
に
見
合
っ
た
設
計
計
上
を
お
願
い
し
た
い
。

12　
山
腹
工
事
等
に
お
け
る
簡
易
索
道
の
費
用
の
計
上
に
つ
い
て�

【
那　
賀
】

　
　

山
腹
工
事
で
の
ラ
ス
張
り
等
の
緑
化
資
材
を
広
範
囲
に
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
、

簡
易
索
道
を
設
置
す
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
様
な
場
合
、
事
前
の
協
議
に
よ
り
計
上
を
お

願
い
し
た
い
。

８　
工
事
の
早
期
発
注
に
つ
い
て

　
　

現
場
で
の
ご
苦
労
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
出
来
る
だ
け
早
く
早
期
発
注
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

９　
索
道
設
置
工
が
あ
る
場
合
の
工
期
の
設
定
に
つ
い
て

　
　

現
状
に
つ
き
ま
し
て
は
承
知
し
て
い
ま
す
。
監
督
員
と
の
協
議
に
よ
り
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

10　
仮
設
工
（
索
道
設
置
・
撤
去
）
に
お
け
る
工
期
設
定
に
つ
い
て

　
　

右
記
に
同
じ
。

11　
治
山
ダ
ム
工
事
の
土
工
に
つ
い
て

　
　

現
場
状
況
に
よ
り
対
応
可
能
で
す
の
で
監
督
員
と
の
協
議
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

12　
山
腹
工
事
等
に
お
け
る
簡
易
索
道
の
費
用
の
計
上
に
つ
い
て

　
　

現
場
状
況
に
よ
り
対
応
可
能
で
す
の
で
監
督
員
と
の
協
議
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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改

善

要

望

事

項

見

解

13　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ン
プ
打
設
の
場
合
の
ス
ラ
ン
プ
値
に
つ
い
て�

【
徳　
島
】

　
　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
21

−

８

−

40
で
打
設
し
て
い
る
が
、ポ
ン
プ
車
打
設
の
場
合
に
お
い
て
、

配
管
距
離
、
ま
が
り
、
勾
配
、
気
温
な
ど
の
状
況
に
よ
り
ス
ラ
ン
プ
値
の
変
更
を
お
願
い

し
た
い
。

14　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
の
使
用
機
械
に
つ
い
て
（
標
準
歩
掛
と
し
て
要
望
）�

【
美　
波
】

　
　

治
山
工
事
で
索
道
を
用
い
て
運
搬
・
打
設
を
行
う
場
合
、
作
業
員
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
打
設
個
所
近
辺
ま
で
索
道
運
搬
し
、
定
置
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ン
プ
機
を
使
用
し

打
設
作
業
を
行
う
工
夫
を
し
て
い
る
。
安
全
確
実
な
作
業
を
行
う
上
で
も
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
打
設
の
１
つ
の
方
法
と
し
て
定
置
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ン
プ
機
の
設
計
を
お
願
い
す
る
。

15　
危
険
木
（
流
木
・
倒
木
）
処
理
に
か
か
る
安
全
対
策
に
つ
い
て�

【
美�

波
】

　
　

災
害
復
旧
工
事
個
所
に
お
い
て
は
、
危
険
木
等
が
散
乱
し
撤
去
時
に
危
険
を
伴
う
状
況

で
あ
る
。
危
険
木
処
理
に
必
要
な
安
全
対
策
が
、
共
通
仮
設
費
の
定
額
経
費
で
賄
え
な
い

状
況
も
あ
る
こ
と
か
ら
積
み
上
げ
経
費
に
算
入
頂
け
る
方
法
な
ど
の
検
討
を
お
願
い
し
た

い
。（
例
え
ば
複
数
の
実
績
を
考
慮
し
、
㎡
当
た
り
の
単
価
等
を
算
出
で
き
る
方
法
な
ど
）

Ⅲ
　
林
道
事
業

16　
木
材
搬
出
費
の
計
上
に
つ
い
て�

【
徳　
島
】

　
　

支
障
木
伐
採
搬
出
に
よ
る
、
所
有
者
の
指
定
場
所
（
木
材
市
場
等
）
ま
で
の
運
搬
経
費

を
計
上
を
お
願
い
す
る
。

13　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ン
プ
打
設
の
場
合
の
ス
ラ
ン
プ
値
に
つ
い
て

　
　

現
場
条
件
に
よ
り
対
応
可
能
で
す
の
で
監
督
員
と
の
協
議
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

14　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
の
使
用
機
械
に
つ
い
て
（
標
準
歩
掛
と
し
て
要
望
）

　
　

現
在
、
定
置
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ン
プ
機
の
歩
掛
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
場
状
況
を
勘

案
し
た
方
法
に
つ
い
て
監
督
員
と
の
協
議
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

15　
危
険
木
（
流
木
・
倒
木
）
処
理
に
か
か
る
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
　

共
通
仮
設
費
に
含
ま
れ
る
も
の
以
外
に
つ
い
て
積
み
上
げ
安
全
費
ま
た
は
仮
設
費
等
で

計
上
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
現
場
状
況
に
応
じ
監
督
員
と
の
協
議
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

16　
木
材
搬
出
費
の
計
上
に
つ
い
て

　
　

立
木
補
償
に
つ
き
ま
し
て
の
取
り
扱
い
は
、
原
則
、
支
障
木
の
運
搬
も
含
ん
で
所
有
者

の
対
応
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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17　
伐
採
木
の
根
株
処
理
に
つ
い
て�

【
美　
馬
】

　
　

現
場
で
発
生
し
た
根
株
は
、
破
砕
機
に
よ
り
破
砕
し
た
後
、
現
場
に
散
布
し
て
い
る
。

破
砕
作
業
は
リ
ー
ス
機
に
よ
り
行
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
が
、
施
工
数
量
に
か
か
わ

ら
ず
運
搬
費
及
び
一
日
当
た
り
の
賃
料
が
発
生
す
る
た
め
、
根
株
処
理
数
量
で
の
清
算
で

は
業
者
負
担
が
大
き
く
な
る
。
現
場
で
の
歩
掛
り
を
取
る
等
を
行
い
、
実
費
で
の
清
算
で

変
更
を
お
願
い
し
た
い
。

18　
補
強
土
壁
工
に
つ
い
て�

【
三　
好
】

　
　

林
道
工
事
に
お
い
て
補
強
土
壁
工
の
設
計
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、
標
高
が
高
い
寒
冷
地

や
降
水
量
が
多
い
地
区
は
、
施
工
が
制
限
さ
れ
必
要
以
上
に
施
工
日
数
が
長
く
な
り
工
程

管
理
も
難
し
く
な
る
。
ま
た
、
利
用
す
る
土
砂
等
の
管
理
（
降
雨
・
積
雪
・
凍
結
等
対
策
）

も
必
要
と
な
る
た
め
、
気
象
条
件
等
に
左
右
さ
れ
る
地
区
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
で
設

計
す
る
な
ど
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

19　
残
土
運
搬
に
つ
い
て�

【
三　
好
】

　
　

土
質
条
件
が
非
常
に
悪
い
現
場
に
お
い
て
、
降
雨
等
に
よ
り
路
面
が
粘
土
状
に
な
り
、

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の
走
行
が
困
難
と
な
る
こ
と
か
ら
、
不
整
地
運
搬
車
で
の
残
土
運
搬
作

業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
現
場
の
条
件
に
よ
り
不
整
地
運
搬
車
で
の
運
搬
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
、
設
計
で
計
上
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

20　
舗
装
・
法
面
工
な
ど
専
用
の
機
械
を
使
用
す
る
工
事
の
計
上
方
法
の
検
討
に
つ
い
て

�

【
那　
賀
】

　
　

舗
装
・
法
面
な
ど
の
専
門
工
事
で
、
数
量
が
少
な
い
場
合
数
量
単
価
だ
け
の
金
額
で
は

施
工
が
出
来
な
い
場
合
が
あ
る
。
別
途
機
械
設
置
撤
去
費
を
加
算
す
る
こ
と
や
少
量
の
場

合
は
数
量
に
か
か
わ
ら
ず
一
括
計
上
す
る
等
の
検
討
を
お
願
い
す
る
。

17　
伐
採
木
の
根
株
処
理
に
つ
い
て

　
　

根
株
処
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
原
則
、
現
場
内
処
理
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
産
業
廃
棄

物
と
し
て
の
処
理
方
法
も
可
能
で
す
の
で
、
現
場
状
況
に
応
じ
協
議
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

18　
補
強
土
壁
工
に
つ
い
て

　
　

施
工
時
に
お
け
る
自
然
環
境
や
条
件
の
変
化
に
伴
い
隘
路
が
生
じ
た
場
合
は
、
そ
の
都

度
監
督
員
と
協
議
を
行
い
適
切
な
処
理
方
法
の
検
討
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

19　
残
土
運
搬
に
つ
い
て

　
　

右
記
に
同
じ
。

20　
舗
装
・
法
面
工
な
ど
専
用
の
機
械
を
使
用
す
る
工
事
の
計
上
方
法
の
検
討
に
つ
い
て

　
　

基
本
的
に
は
設
計
積
算
に
お
い
て
含
（
共
通
仮
設
費
等
）
ま
れ
る
場
合
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
現
場
状
況
に
よ
り
協
議
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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こ
の
度
、
徳
島
県
治
山
林

道
協
会
か
ら
の
お
薦
め
で
、

東
京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
平
成
三
十
年
度　

森
林
土

木
総
合
技
術
研
修
会
」
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
研
修
期
間
は
平
成
三
十
年
七
月
二
十
五
日
か
ら
七
月

二
十
七
日
の
三
日
間
で
、
北
は
青
森
、
南
は
福
岡
ま
で
の
同

業
者
の
方
々
や
治
山
林
道
協
会
職
員
の
方
々
が
集
ま
り
参
加

者
二
十
五
名
で
の
研
修
会
で
し
た
。

　

徳
島
県
か
ら
は
高
越
建
設
㈱
の
岡
村
社
長
と
の
二
名
で
の

参
加
で
し
た
。

　

一
日
目
午
後
か
ら
の
開
始
で
、研
修
内
容
と
し
て
は
①「
公

共
事
業
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
」　

②
「
技
術
者
倫
理
と
継
続

教
育
（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）」　

③
「
治
山
事
業
の
施
工
に
あ
た
っ
て　

−

治
山
を
知
る
た
め
の
基
礎
知
識

−
」
そ
の
後
、
場
所
を
変

え
て
意
見
交
換
会
お
よ
び
懇
親
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
義
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
全
国
各
地
の
治
山
工

事
の
事
例
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
、
森
林
に
よ
る
保

全
機
能
や
治
山
施
設
の
必
要
性
、
過
去
に
起
こ
っ
た
災
害
事

例
等
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
懇
親
会

で
は
全
国
各
地
か
ら
参
加
し
た
様
々
な
立
場
の
方
々
と
意
見

交
換
や
情
報
交
換
も
出
来
た
事
も
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
。

　

二
日
目
は
九
時
か
ら
十
七
時
ま
で
の
研
修
で
、
①
「
日
本

の
路
網
技
術
」　

②
「
建
設
業
の
制
度
イ
ン
フ
ラ
の
再
構
築

と
対
応
」　

③
「
施
工
技
術
の
合
成
と
観
察
」　

④
「
森
林
土

木
工
事
と
会
計
検
査
」
と
い
う
研
修
内
容
で
、
林
道
開
設
に

お
い
て
の
注
意
点
、
施
工
技
術
（
工
法
）
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
の
施
工
事
例
等
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
観

察
力
を
持
ち
な
が
ら
施
工
す
る
事
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
。

　

三
日
目
は
九
時
か
ら
十
二
時
ま
で
の
研
修
で
、
①
「
労
働

安
全
の
ヒ
ン
ト
」　

②
「
森
林
・
林
業
を
支
え
る
森
林
土
木

事
業
」
の
研
修
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。

　

三
日
間
と
い
う
長
い
研
修
で
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の
講
義

も
内
容
が
濃
く
、
森
林
土
木
事
業
に
限
ら
ず
施
工
に
あ
た
っ

て
の
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
の
考
え
方
の
重
要
性
、
ま
た
こ
れ

か
ら
の
企
業
の
あ
り
方
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
研
修
会
に
参
加
す
る

機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
徳
島
県
治
山
林
道
協
会
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
森
林
土
木
総
合
技
術
研

修
」
に
つ
い
て
は
協
会
報
を

通
じ
て
知
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
、
参
加
の
機

会
を
い
た
だ
き
、
七
月

二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
ま

で
の
三
日
間
の
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

場
所
は
「
全
森
建
」
の
あ
る
永
田
町
ビ
ル
の
会
議
室
で
す

が
、
隣
は
な
ん
と
首
相
官
邸
で
、
警
備
の
物
々
し
さ
を
横
目

に
毎
日
近
く
の
ホ
テ
ル
か
ら
通
っ
て
お
り
ま
し
た
。

研
修
内
容
は
、

・
公
共
事
業
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
に
つ
い
て

・
技
術
者
倫
理
と
継
続
教
育

・
治
山
事
業
の
施
工
に
あ
た
っ
て

・
日
本
の
路
網
技
術

・
建
設
業
の
イ
ン
フ
ラ
の
再
構
築
と
対
応

・
施
工
技
術
の
合
成
と
観
察

・
森
林
土
木
工
事
と
会
計
検
査

・
労
働
安
全
の
ヒ
ン
ト

・
森
林
林
業
の
再
生
を
支
え
る
森
林
土
木
事
業

と
い
う
、
一
度
に
す
べ
て
を
詰
め
込
ん
だ
よ
う
な
濃
い
内
容

の
も
の
で
し
た
。

　

講
師
の
方
は
、
林
野
庁
、
会
計
検
査
院
関
係
者
、
大
学
教

授
、
専
門
会
社
等
様
々
な
立
場
の
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立

場
で
の
経
験
に
基
づ
い
た
講
義
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

参
加
す
る
に
あ
た
り
、
今
ま
で
と
は
違
っ
た
視
点
や
初
め

て
の
お
話
を
少
し
で
も
聞
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
特
に
、
計
画
の
注
意
点
や
地
質
学
的
な
見
方

や
実
務
で
の
問
題
解
決
な
ど
に
つ
い
て
参
考
に
な
る
こ
と
が

多
く
あ
り
、
知
見
を
広
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

三
日
間
は
な
か
な
か
大
変
で
す
が
、
技
術
者
は
日
々
の
研

鑽
が
大
事
で
す
の
で
、
目
的
を
も
っ
て
参
加
さ
れ
る
と
勉
強

に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
お
勧
め
で
す
。

　

最
後
に
、お
世
話
い
た
だ
い
た
講
師
・
協
会
関
係
者
の
方
々

に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

株
式
会
社
　
元
木
土
建
　
　
　
　

元
　
木
　
啓
　
悟

高
越
建
設
　
株
式
会
社
　
　
　
　

岡
　
村
　
純
　
夫
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平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
で
は
、
台
風
第
七
号
お
よ
び
梅
雨

前
線
の
影
響
に
よ
り
、
六
月
二
十
八
日
か
ら
七
月
八
日
に
か

け
て
の
「
長
期
間
に
わ
た
る
降
雨
」
や
、「
線
状
降
水
帯
の

形
成
」
に
よ
る
「
短
時
間
の
記
録
的
な
大
雨
」
に
よ
り
、
森

林
の
有
す
る
山
地
災
害
防
止
機
能
の
限
界
を
超
え
た
こ
と
か

ら
、「
山
腹
崩
壊
」
や
「
渓
流
被
害
」
が
多
発
し
、
林
地
や

治
山
施
設
及
び
林
道
施
設
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
異
常
な
豪
雨
に
よ
り
、
森
林
土
木
関
係
全
体
で
農
林

業
被
害
の
約
九
六
％
を
占
め
る
三
一
億
五
、〇
〇
〇
万
円
の

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
訳
と
し
て
、林
地
及
び
治
山
施
設
の
治
山
関
係
の
被

害
が
八
市
町
村
で
三
五
箇
所
、
被
害
額
二
二
億
一
、〇
〇
〇
万

円
、
ま
た
、
林
道
関
係
の
被
害
は
、
六
市
町
で
三
三
路
線
、

七
三
箇
所
が
被
災
を
受
け
、
被
害
額
九
億
四
、〇
〇
〇
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
三
好
市
で
は
、
七
月
の
月
間
平

均
降
水
量
の
三
倍
を
超
え
る
な
ど
、
記
録
的
な
大
雨
に
見
舞

わ
れ
た
こ
と
か
ら
林
地
被
害
が
集
中
し
、
一
四
箇
所
、
約

二
〇
ha
の
山
腹
崩
壊
等
が
発
生
す
る
と
と
も
に
、
林
道
施
設

に
お
い
て
も
、
一
五
路
線
、
四
八
箇
所
で
法
面
崩
壊
や
路
肩

崩
壊
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
、
そ
の
被
害
額
は
、
県
下
全
体

の
約
八
一
％
を
占
め
る
約
二
五
億
五
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

県
で
は
、
林
地
被
害
な
ど
の
速
や
か
な
復
旧
に
向
け
た
取

組
み
と
し
て
、
国
補
事
業
で
あ
る
「
災
害
関
連
緊
急
治
山
事

平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
に
お
け
る
森
林
土
木
関
係
被
害
に
つ
い
て

平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
に
お
け
る
森
林
土
木
関
係
被
害
に
つ
い
て

【参考資料】� 森林整備課（８月９日時点確報）

７月豪雨関係治山林道関係被害状況とりまとめ
⑴　治山関係（林地）被害

市町村名 箇所数 被害面積（ha） 被害額（千円） 備　　考

美 馬 市 1 0.10 70,000

三 好 市 14 20.06 1,585,000 災関治山
（根津木，西宇）
災関地すべり（白川）（うち山城町） （12） （18.50）（1,505,000）

上 勝 町 3 0.75 92,500 災関治山（蔭行）

佐那河内村 1 0.10 10,000

神 山 町 4 0.44 27,500

那 賀 町 2 1.00 100,000

つ る ぎ 町 1 1.00 160,000 災関治山（桑平）

県　　　計
（７市町村） 26 23.45 2,045,000

⑵　治山関係（施設）被害

市町村名 箇所数 被害額（千円） 備　　考

鳴 門 市 1 10,000 治山施設災（鳥ヶ丸）

三 好 市 3 115,000

（うち山城町） （1） （100,000）

上 勝 町 2 10,000

神 山 町 3 30,000

県　　　計
（４市町村） 9 165,000

⑶　治山関係被害（集計）
市町村名 箇所数 被害面積（ha） 被害額（千円） 備　　考
県　　　計
（８市町村） 35 23.45 2,210,000

（うち三好市） 17 20.06 （1,700,000） 災関治山
（根津木，西宇）
災関地すべり（白川）（うち山城町） （15）（18.50） （1,605,000）

⑷　林道関係被害

市町村名 路線数 箇所数 被害額（千円） 備　　考

神 山 町 1 4 18,000
大川原旭丸線

上 勝 町 1 3 5,600

那 賀 町 14 15 55,000 星越神戸丸線　他

海 陽 町 2 2 9,000 石吹越線　他

三 好 市 15 48 850,400
小川平線　他

（うち山城町） （8） （28） （542,527）

東みよし町 1 1 2,000 宮本支線

県　　　計
（６市町村） 33 73 940,000
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　５月 25日㈮　平成30年度治山林道四国地区協議会（徳島市）

　６月	 1 日㈮　第30回施工委員会
 19日㈫　平成30年度公益社団法人徳島森林づくり推進機構　通常総会
 20日㈬　平成30年度全国森林土木建設業協会定時総会（東京都）

　７月	 9 日㈪　平成30年度徳島県治山林道協会第１回役員会、第60回通常総会
 25日㈬〜27日㈮　全森建森林土木総合技術研修（東京都）
 30日㈪　一般社団法人徳島県森林協会第 4 回通常総会

　９月	13日㈭　一般社団法人日本治水治山協会総会（東京都）

10月	11日㈭・12日㈮　一般社団法人日本治水治山協会全国会長会議（鹿児島県）
 30日㈫　平成30年度治山林道技術研修会(徳島市)

本協会の主な動向（5月〜 10 月）

　まずは、この度の西日本豪雨災害によ
り被災されました皆様、また関係者の皆
様にお見舞い申し上げます。活発化した
梅雨前線に起因します豪雨により徳島県
におきましても西部地域を中心に大きな
被害を受けました。この施設災害におい
ては激甚災害に指定されましたので、何
とか迅速な災害復旧を願います。また全
国では、台風、地震等により甚大な災害
が引き続き発生しております。今なお多
くの方々が避難を余儀なくされている状
況にあり、早急の復興を祈ります。　

■日時
平成30年10月30日（火）
10時~17時15分

■場所
徳島県建設センター
（徳島市富田浜二丁目）

会員皆様にとって非常に興味深い講演となっております。
また本研修会は継続学習認定講習（CPDS）の対象プログラムと
なっております。

主内容：
地域防災等でおなじみの
徳島大学教授・環境防災研究センター長　　
中野晋教授を招いての講演を開催いたします。

お 知 ら せ
平成30年度治山林道技術研修会

業
」
を
最
大
限
活
用
し
た

県
営
事
業
の
施
行
、ま
た
、

林
道
被
害
に
つ
い
て
は
、

「
林
道
施
設
災
害
復
旧
事

業
」
の
実
施
に
向
け
市
町

へ
の
支
援
な
ど
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
の
補
助
対

象
と
な
ら
な
い
災
害
に
対

す
る
「
緊
急
的
・
機
動
的

で
き
め
細
や
か
な
対
策
」

や
二
次
被
害
を
防
ぐ
「
災

害
予
防
対
策
」
を
推
進
す

る
た
め
の
経
費
と
し
て
、

平
成
三
十
年
九
月
議
会
に

お
い
て
、
県
単
独
林
道
事

業
で
一
億
五
千
万
円
、
県

単
独
治
山
事
業
で
二
億

六
千
万
円
の
増
額
補
正
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
国
の
災
害
復
旧

事
業
と
県
単
独
事
業
を
組

み
合
わ
せ
た
効
果
的
か
つ

効
率
的
な
事
業
執
行
に
よ

り
、
被
害
箇
所
の
早
期
復

旧
を
加
速
し
、「
中
山
間

地
域
」
に
お
け
る
「
安
全
・

安
心
」
の
確
保
や
、
主
要

産
業
で
あ
る
「
林
業
の
振

興
」に
努
め
て
参
り
ま
す
。

▲�
根
津
木
地
区
▲�

白
川
地
区
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